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１　開会の挨拶
２　北アルプス富山県側登山道等維持連
絡協議会の設立に係る規約案及び役員
選出に関して
３　令和６年度事業計画案について

日時：令和６年３月27日14:00-16:00
場所：富山県防災危機管理センター

北アルプス富山県側登山道等維持連絡協議会（仮称）設立総会

次第

配布資料



北アルプス富山県側登山道等維持連絡協議会会則 
 

  （名 称） 

第１条    本会は、北アルプス富山県側登山道等維持連絡協議会（以下、本会という）

と称する。 

 

 （目 的） 

第２条  本会は、中部山岳国立公園富山県側*¹における利用者参加制度（北アルプ

ストレイルプログラム）の導入検討を通じて、公園事業における登山道に関

する情報の整理と発信、維持及び環境保全活動及び人材育成、関係者協議を

行うことで持続的に利用可能な登山道の維持と生物多様性保全の実現を目指

すものである。 

 

    *¹具体的には中部山岳国立公園における立山地域を指すものとする。 

 

 （事 業） 

第３条  本会は、前条の目的を達成するため、次の事業を行う。 

          (1) 利用者等の理解促進のための情報整理・発信及び意識調査 

          (2) 登山道維持を目的とした登山利用者からの協力金収受 

          (3) 登山道維持、生物多様性保全に関わる人材育成 

          (4) 上記に関わる持続可能な実施体制の検討・関係者協議 

          (5) その他 

 

 （組 織） 

第４条  本会は、別表１に掲げる関係行政機関、関係団体、関係事業者によって構

成し、必要に応じて随時追加する。 

    ２． 本会は、立山山域、黒部朝日山域及び薬師岳奥黒部山域に分けて、それぞ

れに幹事会を置く。幹事会は別表２に掲げる関係行政機関、関係団体、関係

事業者によって構成し、必要に応じて随時追加する。 

  

 

 （役 員） 

第５条  本会に次の役員を置くことができるものとし、各役職について、別表３に

掲げる通りとする。 

              会 長   １ 名 

              副会長   ２ 名 
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              監 事      ２ 名 

              幹 事      複数名 

 

 

 （職 務） 

第７条  役員の職務は、次のとおりとする。 

(1) 会長は本会を代表し、会務を掌握し、また総会を招集する。 

(2) 副会長は会長を補佐し、会長に事故があるときは、これを代理する。 

        (3) 監事は、会務を監査する。 

        (4) 幹事は、幹事会の運営の具体的事項を協議する。 

 

 （事務局及び事務分担） 

第８条  本会の事務局は環境省立山管理官事務所内に置く。また、本会の事務を処

理するため、別表４に掲げる事務を関係機関で分担する。  

 

 （会 議） 

第９条   本会の会議は、総会、または幹事会とする。 

 

 （総 会） 

第 10 条  総会は年１回これを開く他、必要に応じ臨時総会を開くことができる。  

 ２． 総会で決議する事項は、概ね次のとおりとする。 

        (1) 事業計画及び収入、支出の予算に関すること。  

        (2) 事業報告及び決算に関すること。 

        (3) 会則の改廃に関すること。 

 

 （幹事会） 

第 11 条 幹事会は、必要に応じてこれを開く。 

    ２． 幹事会に付議する事項は、次のとおりとする。 

       (1) 総会に付議する事項に関すること。 

        (2) その他、本会の主要な運営に関すること。 

 

 （議 決） 

第 12 条  総会は会員の、幹事会は幹事の、各々半数以上の出席により成立し、議事

は出席者の過半数をもって決する。 

    ２． 賛否同数のときは、議長の決するところによる。 

 



 - 3 -

 （経 費） 

第 13 条  本会の経費は、補助金、協力金及びその他の収入をもって充てる。  

 

 （年 度） 

第 14 条  本会の会計年度は４月１日に始まり、翌年３月３１日に終わる。 

 

 （雑 則） 

第 15 条  本会の運営について必要な事項は、会長が別に定めることができる。 

 

 

付 則  この会則は、令和６年４月１日から施行する。 

 

 

 



 - 4 -

別表１ 組織構成員 

 

組織名 担当部署・該当事業者等 

環境省 中部山岳国立公園管理事務所 

立山管理官事務所 

林野庁 富山森林管理署 

富山県 自然保護課 

富山市 森林政策課 

黒部市 商工観光課 

立山町 商工観光課 

上市町 産業課 

朝日町 農林水産課 

立山山荘協同組合 所属する全山小屋事業者 

黒部観光旅館組合 祖母谷、阿曽原、朝日、池ノ平 

（他組合所属の山小屋） 雲ノ平、黒部五郎、水晶、三俣 

立山ガイド協会 - 

立山黒部環境保全協会  - 

富山県自然保護協会 - 

富山県山岳連盟 - 

雲ノ平トレイルクラブ - 

大蓮華山保勝会 - 
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別表２ 幹事会構成員 

 

・立山山域 

行政機関：環境省、林野庁、富山県、立山町、上市町 

山小屋事業者：立山山荘協同組合、黒部観光旅館組合（池ノ平） 

民間団体：立山ガイド協会、富山県自然保護協会、富山県山岳連盟 

 

・黒部朝日山域 

行政機関：環境省、林野庁、富山県、黒部市、朝日町 

山小屋事業者：黒部観光旅館組合（阿曽原小屋、祖母谷、朝日小屋） 

民間団体：大蓮華山保勝会、富山県山岳連盟、富山県自然保護協会 

 

・薬師岳奥黒部山域 

行政機関：環境省、林野庁、富山県、富山市 

山小屋事業者：太郎平、薬師岳、薬師沢、高天原、スゴノ越、雲ノ平、黒部五郎、水晶、

三俣 

民間団体：雲ノ平トレイルクラブ、富山県自然保護協会、富山県山岳連盟 
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別表３ 役員 

 

会 長   １ 名  環境省中部山岳国立公園管理事務所長 

副会長   ２ 名  立山山荘協同組合長、黒部観光旅館組合長 

監 事      ２ 名  林野庁富山森林管理署長、富山県自然保護協会 

幹 事      複数名  別表２の構成員 
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別表４ 事務分担 

 

(1) 利用者等の理解促進のための情報整理・発信及び意識調査 

広報媒体の作成 環境省 

意識調査 環境省 

情報整理・発信 全参画機関（情報整理は環境省が主体） 

 

(2) 登山道維持を目的とした登山利用者からの協力金収受 

収受箱、クレジットカード決済導入 環境省 

収受金保管口座開設・管理 立山黒部環境保全協会  

現地の収受箱設置、広報媒体掲示・配布 山小屋事業者 ※協力対象者のみ 

 

(3) 登山道維持、生物多様性保全に関わる人材育成 

各山域における実施箇所・内容、配分案

の検討 

各山域の幹事会 

各事業の実施 環境省 

山小屋事業者、立山ガイド協会 

富山県自然保護協会、富山県山岳連盟、

雲ノ平トレイルクラブ等 

各山域に所属する市・町 

（※支払精算事務のみ担当） 

 

(4) 上記に関わる持続可能な実施体制の検討・関係者協議 

総会、臨時総会の開催に係る事務 

（会議案内・日程調整、会場手配） 

富山県 

幹事会の開催に係る事務 

（会議案内・日程調整、会場手配） 

各山域に所属する市・町 

上記会議の資料作成、議事次第進行 環境省 

 

   

   

 



北アルプス富山県登山道等維持連絡協議会
設立経緯と目的

【補足資料】
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• 令和４年12月開催の国際山岳年＋20シンポジウム
→中部山岳国立公園立山地域の登山道維持の課題について山岳関係者から現状共有があり、

有識者から協力金導入の意見が挙がる。

• 令和５年２月に行政機関、山岳関係者による意見交換会を開催
→協力金導入に関して全体として進める方針で同意。

• 令和５年度以降、南部地域の先行事例に関する情報収集
富山県側における受皿組織の枠組み検討、関係者ヒアリングを実施

→関係者ヒアリングは、登山道維持の課題、利用者参加制度導入に関する質問を中心に

以下の11者に実施。

行政機関（林野庁、富山県、富山市、立山町、黒部市）

山岳関係者（阿曽原小屋、真砂沢ロッジ、雲ノ平山荘、立山ガイド協会、富山県自然保護協会、立山黒部環境保全協会）

• 令和６年２月に行政機関、山岳関係者による意見交換会を開催
→北アルプストレイルプログラム（利用者参加制度）の導入に関して新規協議会を設立し進める方針で協議。

富山県側におけるこれまでの主な動向・取組状況
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歩くアルペンルート沿線草刈 真砂沢-内蔵助平方面橋流失 仙人池－仙人温泉区間 仙人谷ダム手前吊り橋

薬師沢周辺木道老朽化・踏圧 折立土壌侵食 早月尾根岩盤崩落 大日岳周辺地道

富山県側の登山道巡視時等の状況（１）
















